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胸 廓 成 形 術 と 下 痢 に つ い て

第3報 腸 結 核 に対 す るス トレ7.ト マイ シジ療 法 の経験

国立宮城療養所(所 長 畠 山 辰 夫)

山 形 豊

(昭和27年7月23日 受付)

,董 は し が き

肺結核に腸結核 を合併 した時,肺 の虚脱療 法は重症腸

結核 の場合 には禁忌 とされているがD}8),軽 症 の場合

にはど うであろ うか。岩崎氏9)は 入工気胸の際,小 量 の

空気 を緩徐 に送入 して,数 回の後 に所期 の 目的 を逮す る

よ うにする としてい る。宮本氏10)は廻盲部に限局す る腸

結核は,胸 廓成形術(以 下 胸成術 と略す)の 禁 忌でない

と しているeし か しなが ら,現 在腸結核 の確実 な診断,

殊 に早期の腸合は甚だ困難 であるか ら,こ の間愚 を検討

す る前に,ま ず腸結核の有無に拘 らず,兎 も角臨床上,

下痢傾向(便 通が 月の3分 の1以 上軟便,下 痢叉は両者

の便 通で且つ2カ 月以上 に及ぶ もの)を 有 した ものと,

肺の虚脱療 法中胸成術 との関係は ど うであろ うか と思 い

調査 して見た。その結 果些か見 るべ き所 見を得たので報

告 す る。

2調 査 症 例

国立宮城療養所 において,昭 和17年4月 よ り昭和25年

7月 迄 に,胸 成術施行患者は435例 であるが,そ の中胸

成術前,後 に下痢傾向のあつた ものが99例 ある。この

99例 について見 ると,性 別は男性72例,女 性27例,年 令

別は30歳 以下56例30歳 以上43例,胸 成術前の肺病 型は滲

出型38例 増殖型7例 混合型54例,米 国結 核協会病状基準

による分類 では重症43例 中等症41例 軽症15例,胸 成術施

行部位別は右側49例 左 側50例,胸 成術前の各種肺虚脱療

法 は気胸31例 気腹13例 横隔膜神経捻除8例,胸 成術前

の喀疲中の結核菌は培養陰性 のもの9例 陽性 の もの90

例,胸 成術施行季節別では春 期26例 夏期31例 秋期27

例冬期15例 である。

3調 査 方 法

1)胸 成御 前,後1年 以 内の下痢 傾向について調査 し

た 。

2)便 の性状を次 の如 く考慮 した。

正常便 一一便 通が 月の3分 の2以 上正常で且つ2ヵ 月

以上持続す るもの,Nに て示す◎

下痢便一一 便 適が月の3分 の1以 上下痢,軟 便又は両

者 の便通 のもので且つ2ヵ 月以上持 続す るもの,Dr

にて示 す◎

3)胸 成術後 の便 の性状は上記2)の 如 く分類 した他

に,第1表 の如 く襯察期 聞申に便 の正常化す る略のと,

下痢化す るもの とに も分類 して観察 した。

第1表 胸成術後の便通の分類

大 分 類 小分類 胸成術後の便通状況
畦

A型NI"型

B型N→Dr→N

(便の踊 化するもの)c型D,→N

皿 型}D型D・
E型N→Dr

(便の下痢化す るもの)F型Dr→N→Dr

N… …正常便:月 の3分 の2以 上正常便で且 つ2ヵ 月

以上続い たもの

Dr… …下痢便:月 の3分1以 上下痢,軟 庚又は両者の

便通で且つ2ヵ 月以上続 いた もの

4)胸 成術後 とは第2次 胸成術後を意昧 し,第1次 と

第、2次胸成術 との期問 は概ね3週 間前後 である◎

5)胸 成術前後 の肺活量 ・体重 ・赤沈値 は胸成術直前

及 び第2次 胸成術後1カ 月前後の値 であ り,胸 成術前後

の有熱は胸成術前1年 以内及び第2次 胸成術1ヵ 月後の

観察 の もの であ る。

4調 査 成 績

1)胸 成術前後 の下痢関係

第2表 の如 く胸成術前及び後 に下痢症状 の な い も の

は,胸 成術施行患者435例 申336例 で残余 の99例 は胸成

術前,後 又は前及 び後 に下痢傾向を有 した ものである。

その申 胸成術前及 び後 に 下痢傾向を有 した ものは67例

で,胸 成術後下痢 傾向のあつた81例 中の83%を 占めて

い る。すなわち胸成術後下痢傾向のあつ た ものの大部分

第2表 胸成術前後の下痢 関係

認 箭 ←)(+)⊥ 」L
(一)33618354

(+)(、7髪)(83舅)'(、 。。聾)

計35085435

註=t=20.7㌔a<0。001
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は胸成術前に下痢傾 向を有 していた もの である(以 下 百

分率の検 定は増出氏U)に 従 う)◎

2)下 痢 傾向の発現時期 との関係

第2表 中の胸成術前及び後に 下痢 傾向の あつた67例

につ いてその発現時期 との関係 を見 ると,第3表 の如 く

胸 戎術前及び後半年以内に下痢傾 向の あつた ものが61

例で,そ の91%を 占めている。 す なわち胸成術後半年

以内 に下摘傾向を来 た した ものの大部分は,胸 成術前半

年以内 に下痢傾向の既 往症 を有 して いた ものであ る。

第3表 胸成術前後下痢 傾向を有 した

ものの下痢発現時期関係

以 内に胸成術 を施行 した ものが 大部分 で13例 であ る。

なお胸成術後下痢傾向が強 くな り再 治療 を要 した もの

は2例 で,使 用後1カ 月経過 した もの1例 ・6ヵ 月の も

の1例 である◎

第5表 薬物療法別 と使用時期 との関係
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第6表 その1ス ト・rイ使 用 時 期 と下 痢 との 関係

註 、(61/67)の%P-95・0%(α 一〇・01)

P=83。4%(α=0.01)

3)胸 成術後 の便 の性状

胸成術前,後 下痢傾向のあつ た99例 について第1表

の分類 に より分類 した場合は,第4表 の如 くで,D型 す

なわち胸成術後下痢 便を持続 する ものが43例 で最多 で,

99例 中43%を 占む。す なわ ち胸成術後下痢便 を持続す

る ものが多い◎

第4表 胸成術後の便通分類 に よる例数

使用時期

胸成術
後の下痢

(一)

(+)

計

術成

中

胸
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(70%)
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9
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計
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1型1[型1胸成術後の

飾 頒A型 麹:哩 嘔 圃F響逆
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第6表 その2ス トマ イ療 法 後 よ り胸 成 術

前 迄 の期 間 と下 痢 との 関 係
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4)使 用薬 物 と使 用 時 期 と の関 係
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胸成術前,後 下痢傾向の あつた99例 中薬物療法 を 実

施 した ものは49例 で,そ の使 用薬物及び使用時期は第

5表 の如 くで,ス トレプ トマ イシン(以 下 ス トマイと略

す)を 使用 した ものが最 多で49例 申40例 ある◎胸成術

前叉 は中に ス トマイ療法を実施 した患者 で,胸 成術後下

痢 傾殉を来 た した ものについて調査 して見 ると,第6表

その1の 如 くで,胸 成術 中に使用 したもの で胸成術後の

下痢傾 向の発生率は30%で,胸 成術前 に使用 した場合

の70%に 比 し,そ の半 分以下 である◎ す なわち胸成術

中に薬物 を使用 した方 が よい ようである◎次 に胸成術前

に ス トマイを使用 した15例 について 見 ると,使 用量は

ともに40瓦,使 用法及び期間 は1H1瓦40日 闘使 用 し

た ものが13例 で他の2劔 は1日0.5瓦 及び1瓦 を使眉

した ものである。ス トマイ使用後 よ り胸成術施行迄 の経

過期間 との関係は第6表 その2の 如 ぐで,使 用後6ヵ 月

5)胸 成術 前後 の腸管 の レ線像 の変化

胸成術前又 は中に ス トマイを使用 し胸成術前,後 に腸

管 の レ線像 を撮 影 し得 た22例 について 腸管 の レ線像 を

比 較 して見 ると,第7表 の如 くで,多 くの ものは良好な

る経過 を辿 り,悪 化 を見 た ものは前記 の2例 のみである

が,ス トマ イ療法前 のよ うに臨床上有熱且つ体重 の著減

等 はな くただ下痢傾向が見 られ た。

第7表 胸成術前 後の腸 レ線 像の 変化
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6)胸 成術前後の肺活量との関係

胸成術前の肺活量(肺 能力)は 熊谷・海老名教授に従

一10一
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い次式 によ り求めた◎

胸成術前の肺活量

胸成術前の実測肺活量

(= 標 準 肺 活 量 一 ユ)x…(%)

㎞成術後の肺活量変化率は次式により求めた・

胸成術後の肺活量変化率 し

《 離 驚 翻 灘 一・x…(%)

胸成術前 の肺活量 を多い もの(-50%以 下)と 少ない も

の(-50%Ll上)と に分ち,さ らに これ を胸成術後 の肺

活量の変化率 の少ない もの ←一・30%以 下)と 多 い も の

(-30%以 上)と にそれ ぞれ細分類 し,こ れ と胸成術後

の便の性状 との関係を見 ると第8表 の如 くである◎,「胸成

術前に肺活量の比 較的大 なる ものは術後 の減退度が比較

的大である」 とい うことは鈴木教授12)等 が 「胸廓成形

術 の呼吸循環機能 に及ぼす影}11;に就て」において報告 し

ているが,こ れ に属する ものす なわち第8表 その1で は

～(一一50%)(r30%)～ 群 の ものが54例 で最 も多 く,

これ と胸威術後の下痢傾 向との関係を見ると,81例 中

48例 でその59%を 示 してい る◎すなわち胸成術後 下

痢傾 向を来た した ものの多 くは,胸 成前肺活量が比較 的

第8表 その1胸 成術前後の肺活量 と下痢 との関係

大で且つ胸成術後肺活量変化 の比較的大なる も の で あ

る。胸成術後 の便 の性状の1型,皿 型 との関係(第8表

その2)で は,～(-50%)(一 一30%)～ 群で ∬型の もの

が59例 中37例 で,そ の63%を 示 してい る。

以上は薬物療法 を実施 した ものを も含 めた場合である

が,薬 物療法 を実施 しない50例 について見 ると第9表

の如 くで,～(-50%)←30%)～ 群 の ものが矢張 り最

多 で,(そ の1)に ては27例(62%),(そ の2)に ては

20例(68%)で それぞれ胸成 術後下痢傾向 を来たすこと

が特 に多い ことを示 してい る◎

この理由は次 の如 く考えては ど うであろ うか◎その前

に第9表 その1の 胸成術後下痢のあつた43例 について,

～(-50%)(一 一30%)～ 群 とその他群 との実測変化肺活

量を比較 して見ると,第10表 の如 く ～(一一50%)(-30

%)～ 群 に属 する27例 は その他群 に比 し胸成術後実測

変化肺活量の大 なる ものが多 く,全 例 と も500ee以 上

の減少を来 た してい る。第9表 その2の 第1r型 で ～(-

50%)(-30.%)～ 群の20例 につ いて も同様の ことが見

られ る。加藤氏13)の 「入工気胸術 の腸 に及ぼす影響 に

関 して」の報告 の如 く,こ の ～(-50%)←-30%)～ 群…

第9表 その1胸 成術前後 の肺活量 と下痢 との関係

(薬 物療法 を実施 しない症例 について)
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第8表 その2胸 成術前後の肺活量 と下痢 との関係
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第9表 その2胸 成術前後の肺活量 と下痢 との関係

(薬物療法 を実施 しない症例 について)
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第10表 胸成術後の実測変化肺活量

轡難 扉懇i
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例中34例 で57%を 示 して最多 である。

すなわち胸成術後下痢傾向 を来た した ものの多 くは・

胸成術 前後有熱 の ものであ る◎

27
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第11表 胸成術前後の体重 と下痢 との関係

轡 の体『 一駒
＼ 胸 成 術..__、

糠轡 腰ご魎
1 型1・31

監室:(1)(2)(3)

(1),〔(2),(3)〕 問t=3。02α=O.OO1

に属する ものは肺活量の変化量 の大な ること,且 つ減少

速度 の急 なることに より,腸 の運動が充進 され,著 明 な

齢 血を来 た し,為 に下痢或 いは腸病変の悪化 を来 たすの

ではなか ろ うか。

7)胸 成術前後 の体重 との関係

胸成術前の体重,胸 成術後の体重減 少率 は次式 にょ り

求 めた。
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第12表 胸成術後の実測減少体重

胸 成 術 前 の体 重 竃標 準 体 重 一実 測 体重

胸 成 術 後 の体 重 滅 少 率

胸 成術 後 の 実測 減 少 体 重
='耐b-"""}ndH"um'"'mmx100(%)

胸 成術 前 の実 測 体 重

＼ 胸成術後の実㌦ 測滅少体 重
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一
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ゑ9匂
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勿

81v

如 計

～10kg5タ6～1群

2・81・ ・{132

　 ノ
}30{

そ の 他 群18こLL127

191

計 2・{23 14 259

胸成術前の体 重を標 準体重 との差の小 なる もの(10kyLl

下)と 大なる もの(10吻 以 上)と に分ち,さ らにこれ

を胸成術後 の体重減少率 の小 なるもの(5%以 下)と 大

な るもの(5%以 上)に それぞれ細 分類 し,こ れ と胸成

術後の便の性状 との関係を見 ると,第11表 の如 く胸成術

後 下痢 傾向をきた した ものの多 くは,胸 成術前 に標準体

重 との差 の小 なるもの で,胸 成術後体重減少 の大 なるも

の,す なわ ち ～10kg5%～ 群の もので,59例 中32例

で54%を 示 してい るe

次に第11表 の胸成術後下痢傾向 のあつた59例 につい

て,～10kg5%～ 群 と,そ の他群 との実測減少体重を

比較 して見 ると,第12表 の如 くで,～10kg5%～i群 に

属す るものは,そ ρ施 群に比 し,胸 成術後の実測減 少体

重の大なる ものが多 く,大 部分が(32例 中30例),3kg

以上の減 少を示 してい る。

その他群 では,3ky以 下の ものが多 い◎

すなわち胸成術 後下痢傾向 を来た し,且 つ3kg以 上
ゆ

の体 重の減少 を来た した ものの多 くは,～10kg5%～

群の ものである◎

8)胸 成術前後の有熱 との関係

胸成術前熱のない ものと,あ るもの とに分ち,さ らにこ

れ を胸成術後の熱 の有無 によ り細分類す ると,第13表

の如 くで,第II型 で胸成術前後有熱であつ た ものが,59

誰…:(1)(2)(3)(4)

(1),く(2),(3),(4)〕 間X2=21。2α<0.01

第13表 胸成術前後の有熱 と下痢 との関係

＼
＼
＼ ＼ 一_{

胸 成 ＼ 胸成術後

灘 撫'＼ ＼{

1

胸賄 前の刻(一)
(+)

∬

計

の 熱(一)

型

型

誰:Fo=32.1

・81

10
癖

28

(十)(一)(+)

5

」

12 5

5 10 34
(57%)

10 22 39

n=3a<O.01

計

40

59

(100%)

99

9)胸 成術前後 の赤沈 との関係

胸成術前の赤沈値を軽度 の もの(25mm以 下)と,中

等度以上 の もの(25締 似 上)と に分 ち,さ らにこれ を

胸成術後 の赤沈値 ¢軽度の ものと・申等度以上の ものと

に細 分類 して見 ると,第14表 の如 く・第1r型 で胸成術

前後 中等度以上 の赤沈値 を 示 してい るものが,59例 申

30例 で,51%を 示 して最多である◎

す なわ ち胸成術 後下痢傾 向をきた した ものの多 くは,

胸成術前後 に申等度以上の赤 沈値 を示 している。
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第14表 胸成術前後の赤沈 と下痢 との関係

胸成術前の

繊 胸蒲 痴 物拠 鰍 計
術後 の 赤 沈 値 ～2525～ ～2525～
便 の 性状

1型106111340

皿 型11135(3051%)(、 轟)

計2119164399

註:Fo=4.9n=3α く0・Ol

10)胸 成術施行患者の男女別,年 令別,胸 成術前 の

肺病型別,胸 成術前 の各種肺虚脱療法別(気 胸 。気腹 ・

横隔膜神経捻除等),胸 成術施行部 位別(左 右別),胸 成

術前後 の喀湊申の結核菌の有無別,胸 成術施行季節別等

と胸成術後の下痢傾向 との聞 には有意 の差が見 られなか

つた。

5総 括 並 び に む す び

昭和17年4月 より昭和25年7月 迄の聞に国立宮城療

養所 において施行 した胸成術患者435例 中胸成術前,後

に下痢傾向のあつ た99例 につ いて 調査 し次の 結果を得

た◎ 塾

1)胸 成術後下痢傾向のあつた ものの83%は,胸 成術前

に下痢傾向の既往症 を有 している◎

2)胸 成術後半年以内に下痢傾 向をきた した ものの91%
き

は,胸 成術前半年 以内に下痢傾向の既往症 を有 してい

る◎

3)胸 成術 前にス トマイ療 法を笑施 し,胸 成術後下痢 傾

向をきた した ものは70%で,胸 成術 中に実施 した場合

.の30%に 比 し,そ の発生率は2倍 以上 である。

4)胸 成術後下痢傾向を きた した ものの63%は,胸 成術

前に肺活量が多 く(-50%以 下),且 つ胸成術後の実

測変化肺活量 の大な うもの(肺活量変化率 一30%以 と)

である。

5)胸 成術後下痢傾向をきた したものの54%は,胸 成術

前 に標準体重 との差が少な く(標 準体重 との差10kg

以下),且 つ胸成術後減 少体重 の大な るもの(体 重減

少率5%以 上)で ある◎

6)胸 成術後下痢傾向 をきた した ものの57%は,胸 成術

前後に有熱 の ものであ り,51%は,胸 成術前後 に申等

度以上の赤沈値 を示 した ものである◎

(本稿の要旨は昭和26年11月 第4回 日本結核病学会

東北地方会 に発表 した)
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